副大臣日誌第４４号

２０１０年８月３日

■予算委員会の論戦に期待したい、臨時国会始まる。いよいよ臨時国会が始まった。

　国会に入るには、今までは議員バッジでどこへでもいけたのだが、議員でなくなると国会通行証という独特の通行証が必要になる。

　先日、新しい参議院会館に入ろうとしたとき、衛士さんから「通行証を見せてください」と注意を受けたときは、少々面食らってしまった。そうだ、もう議員ではなくなったのだ、という自覚が否応なく迫ってきた一瞬であった。

　今後、委員会などで会議室に入るときには必要不可欠なアイデンティティカードなのだ。

新議員会館はなかなか広くて使いやすそうだ。今、新しい東京の事務所を物色中であるときだけに、ややうらやましくなる。でも、しっかりと国民の為にがんばってもらえるのなら、安い物だと思う。

　議員歳費の日割り法といった問題など、象徴的なものなのだろうが、財政改革の本流でないことは確かだろう。

■西岡新議長、熟議の民主主義に期待したい

　ねじれ国会のスタートは、議長の選出から始まる。

　今まで議事運営委員長であった西岡元文部大臣が就任することになった。

　先の国会での終盤の対応が、やや不正常な物であっただけに、江田議長に対して野党各党はまことに厳しかったようだ。

　新議長には是非とも議会の活性化、熟議の民主主義を確立してもらいたいと思う。特に、憲法で国権の最高機関とされているわけで、その名に恥じない権限を議長には与えられてしかるべきだし、大いに議会の改革にまい進していただきたいものである。

　西岡新議長は議会生活が長く、議会運営に精通されると共に、あるべき民主主義の中身についてもしっかりと筋を通す方であり、その点での信頼のおける方である事は間違いない。大いに期待したい。

■輿石会長の会長留任には頭が下がる

　それにしても、参議院議員会長に4選された輿石会長には頭が下がる。

　本来なら、3年前に議長になられるものと思っていたのだが、当時の小沢代表からの信頼が厚いことだけでなく、民主党新緑風会の中での輿石会長に対する信任もまことに厚いものがあり、議員会長に留任していただいた経過がある。

　今回も、一人区で苦戦されながら勝利され、再び議員会長として少数与党の民主党会派を引っ張っていかれるわけで、その任務の重たさを考えるとき、輿石会長以外に、この難局を乗り越えることができる人材は、いないのが実情である。

　70歳を超えられての激務が、健康を害されないようご自愛いただくことを切に祈るばかりである。

　さて、予算委員会が始まる。かつて野党時代には、是非ともNHKTVで放映される総括質疑に立ちたいものだ、と切望していたのが思い出される。

　今は、答弁席の片隅から質問者の姿を垣間見ることになったわけで、時の経つのが早いことを痛感させられる。

おそらく参議院選挙の結果をめぐる総括から論戦の火蓋が切られるものと思われるのだが、やはり消費税論議がその大きなウエイトを占めるに違いない。

　何ゆえに、消費税について菅総理が踏み込んだ発言をされたのか、是非とも率直な意見を述べていただくことが重要だと思う。というのは、日本の財政の危機的現状や少子・高齢化が急速に進むなかでの社会保障のほころびの露呈、競争力の源泉でもある教育のレベルの著しい低下などなど、財源がないために日本の経済・社会の力量が、急速に落ち込み始めていることへの危機感を共有すべきだと思う。

　その上で、どんな社会保障・教育を作り上げていくことが可能なのか、是非とも野党各党とも胸襟を開き率直に論議をし、この難局を打開していける方針を作り上げていく必要がある。

その際、与党側のほうがこの提案に乗ることのメリットが大きく、野党側にとって不利になるものであってはなるまい。そのあたりの共同討議に向けた条件のありようは、今後の議会の中の政治家としての”技”の見せ方如何にかかっているといえよう。「熟議の民主主義」の出番なのだ。

■これから3年間、貴重な時間を浪費してはならない

　考えてみたいのは、今後3年間は、解散総選挙がなければ国政選挙はない。それだけに落ち着いて重要な政策課題にぶつかれるチャンスなのだ。

　時が送ってくれたプレゼントであり、この機会を逃すと絶えず選挙を意識した政策対応に終わってしまいがちである。

　少なくとも、秋の臨時国会あたりから、そのような意識に裏打ちされた議会対応が出てくることに期待したいし、連立の動きもそうしたなかで生まれてくるのかもしれない。

　仙谷官房長官が「大連立」なる発言をされていたが、多分にアドバルーンの匂いがするものの、国民にとって何が求められているのか、という観点こそが政権のありようをも規定していくに違いない。

　少しばかり、考えさせられたのは月刊雑誌『世界』8月号のなかの空井護北海道大学大学院教授の「『理念なき政党政治』の理念型」なる論文であった。

　時代は55年体制時代のイデオロギーに裏打ちされた政治から、プラグマティックに現実対応を進める政治に転換しているなかで、どのように現在の政治を見ていくのか、示唆に富んだ論考であった。

　是非とも一読を進めたい。最近の論壇でも30～40才代の新進気鋭の学者の活躍が見られ、頼もしい限りである。

